
 

 

都市計画マスタープラン改定の検討状況について 

 

１ 見直しの背景 

現行の横浜市都市計画マスタープラン（全市プラン）は、策定後10年が経過し、社会 

経済状況等、本市を取り巻く環境が大きく変化するとともに、「横浜市基本構想」、「都市

計画区域の整備、開発及び保全の方針」等の上位計画や、関連する分野別計画の策定や改

定がなされており、改定の必要性があることから、昨年度から本格的に改定に向けた検討

を進めています。 

今年度は、学識経験者等による「横浜市都市計画マスタープラン改定検討委員会」を設

置し、全市プランの都市づくりの基本理念や目標、新たな都市計画マスタープランに求め

られる役割と構成のあり方等について検討し、この度、改定検討委員会が改定に向けた提

言（素案）をまとめました。 

 

２ 改定に向けた提言（素案）の概要 

別添リーフレットのとおり 

 

３ 市民意見募集について 

(1) 目的 

都市計画マスタープラン改定に向けた提言を策定するに当たり、提言（素案）を広く

市民に周知するとともに、市民意見を踏まえた提言とするため。 

 

(2) 実施主体 

横浜市都市計画マスタープラン改定検討委員会  

 

(3) 意見募集方法と募集期間 

ア  市民意見募集 

２月７日（月）～２月28日(月) 

イ ヨコハマｅアンケート 

２月７日（月）～２月21日(月)  

 

４ 意見募集後のスケジュール案 

23年 3月     改定検討委員会 

23年度     全市プラン部門別方針検討、区プラン点検等実施 

24年度         全市プラン原案作成・市民意見聴取・都市計画審議会審議を経て改定 

24年度～       各区の状況に応じて区プラン改定に順次着手 

平成２３年２月１４日 
建築・都市整備・道路委員会資料

都市整備局 

資料２



 

【参考】 

 

「都市計画マスタープラン」とは 

  

都市計画法第 18 条の２に規定されている市町村の都市計画に関する基本的な方針です。

本市では、全市プラン・区プラン・地区プランの３段階で策定しており、現行の全市プラ

ンは平成１１年度に、区プランは１１年度から１７年度までに全区において策定しました。

また、地区プランは、具体的な地域まちづくりの機運が高まった地区等において、必要に

応じ、これまでに５地区で策定しています。 

 

 

 

 

 

 

整合 整合 

即する 

地域別構想

即する

地域別構想 

 

全市プラン 

都市計画マスタープラン 

区プラン 

地区プラン 

中期４か年計画 

・本市の未来図 

（概ね１０年） 

・基本政策 

（４年） 

分野別構想・計画 

・水と緑の基本計画 

・都市交通計画 

・環境管理計画 

・地球温暖化対策実行計画

         等 

都市計画区域の整備、開発 

及び保全の方針 

（神奈川県策定） 

横浜市基本構想 

（２０２５年） 

【都市計画】  【地域まちづくり】  【土地利用調整】 

前提














